
2023 年テーマ『闇に輝く！』                                                                               2023.6.18. 

「父なる神に植えられた木。」 出エジプト記 15 章 17～18 節   

父
の
日
で
す
。
私
た
ち
の
父
で
あ
る
、
天
の
神
に
感
謝
し
ま
す
。 

本
日
の
御
言
葉
は
、
父
な
る
神
が
導
き
、
神
が
戦
い
、
神
が
敵
を
殲
滅
し
て
、
神

に
よ
る
出
エ
ジ
プ
ト
が
達
成
さ
れ
た
時
に
、
モ
ー
セ
率
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
、

父
な
る
神
に
向
か
っ
て
歌
っ
た
感
謝
の
歌
の
結
び
で
す
。
い
わ
ば
、
父
へ
の
感
謝
の

賛
美
で
す
。 

 
 
 

Ⅰ 

植
木
な
る
人 

「
神
の
民
」
と
は
、
「
神
が
、
神
の
山
の
中
に
入
れ
、
植
え
た
者
」
で
す
。
民
が
木

と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
は
、
自
分
で
植
る
場
所
を
選
ぶ
こ
と
も
、
自
分
で

移
動
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
も
っ
ぱ
ら
、
所
有
者
の
意
向
に
応
じ
て
植
え
ら

れ
、
所
有
者
の
所
有
物
に
な
り
ま
す
。 

神
の
山
に
植
え
ら
れ
た
木
で
あ
る
神
の
民
は
神
の
所
有
物
で
す
。
そ
こ
に
は
、
三

つ
の
真
理
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

第
一
に
、
神
の
民
は
、
自
分
で
選
ん
で
神
の
民
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
う
言
う
と
、
「
信
仰
義
認
を
無
視
す
る
の
か
。
自
分
の
信
仰
（
自
分
の
意

思
）
で
神
の
民
に
な
っ
た
の
だ
」
と
非
難
さ
れ
そ
う
で
す
。 

確
か
に
、
信
仰
が
基
礎
で
あ
り
、
信
仰
な
し
に
救
わ
れ
、
神
の
民
に
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
く
ら
信
仰
が
あ
っ
て
も
、
自
分
の
意
思
で
神
の
民
に
な
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
「
た
だ
恵
み
の
み
」
な
の
で
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、
神
の
愛
で
あ

り
、
神
が
父
な
る
ゆ
え
ん
で
す
。 

 

第
二
は
、
神
の
選
び
で
す
。
神
は
、
手
当
た
り
次
第
に
木
を
集
め
て
、
自
分
の
山

に
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
神
に
よ
る
選
別
、
神
の
選
び
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

罪
人
を
ご
自
身
の
も
の
に
す
る
、
父
権
的
な
愛
で
す
。 

 

第
三
に
、
神
の
民
は
神
の
所
有
物
で
す
。
民
主
主
義
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
国

民
、
社
員
、
教
会
員
が
主
権
者
と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
。
教
会
は
基
督
の

体
で
あ
り
、
基
督
は
神
で
す
。
初
め
に
、
神
あ
り
き
、
基
督
あ
り
き
な
の
で
す
。 

「
一
度
信
じ
て
救
わ
れ
た
以
上
滅
び
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
の
は
神
の
民
の
論

理
と
し
て
は
正
し
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
盾
に
、
主
客
転
倒
し
て
、
自
分
勝
手
な
行

動
を
と
る
者
に
は
通
用
し
な
い
論
理
で
し
ょ
う
。 

神
の
民
と
は
、
神
の
山
の
中
に
あ
る
木
な
の
で
す
。
で
あ
れ
ば
、
「
流
れ
の
ほ
と
り

に
植
え
ら
れ
た
木
が
、
時
に
応
じ
て
実
を
結
び
、
葉
は
枯
れ
ず
、
為
す
と
こ
ろ
は
皆

栄
え
る
」
は
ず
で
す
（
詩
篇
一
３
）。 

 
 
 
 

                             

 

Ⅱ 

神
の
安
息
山 

 

山
は
信
仰
の
対
象
で
あ
り
、
聖
な
る
場
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
言
葉
で
は
、
神

ご
自
身
が
自
ら
を
休
ま
せ
る
処
、
神
の
憩
う
所
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

神
の
憩
う
処
、
そ
こ
に
入
れ
ら
れ
、
そ
こ
に
植
え
ら
れ
る
、
そ
れ
が
神
の
民
な
の

で
す
。
民
の
父
と
し
て
の
、
神
の
働
き
で
し
ょ
う
。
ご
自
身
の
民
を
、
危
険
な
所
に

捨
て
置
く
の
で
は
な
く
、
神
が
憩
わ
れ
る
最
も
安
全
な
所
に
安
住
さ
せ
ら
れ
る
の
で

す
。 

 

そ
こ
は
「
神
の
所
有
の
基
」
で
す
。
神
の
民
が
植
え
ら
れ
た
山
こ
そ
は
、
神
の
創

造
の
基
で
あ
り
、
神
の
創
造
の
原
点
な
の
で
す
。
そ
れ
を
言
い
換
え
る
と
、
神
の
民

こ
そ
が
、
神
の
創
造
の
原
点
で
あ
り
、
世
界
の
基
な
の
で
す
。 

  
 
 

Ⅲ 

永
遠
の
統
治 

 

ヤ
ハ
ウ
ェ
の
統
治
は
永
遠
の
統
治
で
す
。
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
地
上
の
世
界

と
は
異
な
り
、
時
間
や
空
間
の
概
念
の
な
い
、
神
の
世
界
な
の
で
す
。 

 

御
言
葉
は
、
「
神
の
所
有
の
基
な
る
山
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
民
が
木
と
し
て
植

え
ら
れ
た
山
、
民
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
山
こ
そ
が
、
「
神
ご
自
身
が
、
御
手
を
も

っ
て
、
建
立
さ
れ
た
聖
所
」
な
の
で
す
。
御
父
が
造
成
し
、
御
子
に
よ
っ
て
、
御
子

を
長
子
と
す
る
兄
弟
姉
妹
と
し
て
の
神
の
民
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
山
、
そ
れ
こ
そ

が
神
の
聖
所
な
の
で
す
。 

              



【新改訳 2017】 

出 15:11 【主】よ、神々のうちに、だれかあなたのよ

うな方がいるでしょうか。だれがあなたのように、聖

であって輝き、たたえられつつ恐れられ、奇しいわざ

を行う方がいるでしょうか。 

15:12 あなたが右の手を伸ばされると、地は彼らを?み

込んだ。 

15:13 あなたが贖われたこの民を、あなたは恵みをも

って導き、御力をもって、あなたの聖なる住まいに伴

われた。 

15:14 もろもろの民は聞いて震え、ペリシテの住民

も、もだえ苦しんだ。 

15:15 そのとき、エドムの首長らは、おじ惑い、モア

ブの有力者たちを震えが襲い、カナンの住民の心はみ

な溶け去った。 

15:16 恐怖と戦慄が彼らに臨み、あなたの偉大な御腕

により、彼らは石のように黙った。【主】よ、あなたの

民が通り過ぎるまで。あなたが買い取られた民が通り

過ぎるまで。 

15:17 あなたは彼らを導き、あなたのゆずりの山に植

えられる。【主】よ、御住まいのために、あなたがお造

りになった場所に。主よ、あなたの御手が堅く建てた

聖所に。 

15:18 【主】はとこしえまでも統べ治められる。」 
 

「汝は、汝を憩わせるため汝が造れり、汝の所有

の基たる山の中に彼らを入れ、彼らを植えられ

り。主ヤハウェ、汝が汝の手により建立せし聖所

なり。ヤハウェの統治は永遠なり。」 
 
 
 
 
 
 
 

【NKJV】 
Exo15:11 "Who is like You, O Lord, among the 
gods?Who is like You, glorious in 
holiness,Fearful in praises, doing wonders? 
 15:12 You stretched out Your right hand;The 
earth swallowed them. 
 15:13 You in Your mercy have led forthThe 
people whom You have redeemed;You have 
guided them in Your strengthTo Your holy 
habitation. 
 15:14 "The people will hear and be 
afraid;Sorrow will take hold of the inhabitants of 
Philistia. 
 15:15 Then the chiefs of Edom will be 
dismayed;The mighty men of Moab,Trembling 
will take hold of them;All the inhabitants of 
Canaan will melt away. 
 15:16 Fear and dread will fall on them;By the 
greatness of Your armThey will be as still as a 
stone,Till Your people pass over, O Lord,Till the 
people pass overWhom You have purchased. 
 15:17 You will bring them in and plant themIn 
the mountain of Your inheritance,In the place, O 
Lord, which You have madeFor Your own 
dwelling,The sanctuary, O Lord, which Your 
hands have established. 
 15:18 "The Lord shall reign forever and ever." 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 


	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



